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OLEDにおいては 75%の励起子が三重項励起状態 (T1) へと生成するため、高効率 OLEDの実現のた

めには三重項励起子の活用が不可欠である。重原子によるスピン軌道相互作用を利用し T1から発光を

得るりん光材料 1や、T1に生成した励起子を逆系間交差によって一重項励起状態 (S1) に変換し、全て

の励起子を蛍光として取り出す熱活性化遅延蛍光材料 2において高効率 OLED が報告されている。一

方で、励起子を S1および T1からそれぞれから取り出すことができれば、蛍光とリン光の二重発光によ

る白色 OLEDや長寿命リン光を利用した残光 OLEDの実現が可能となる。しかし、一般的な発光材料

においては、T1 からの非放射失活が支配的なためにリン光を得ることはできない。そこで、本研究で

はゲスト発光材料の非放射失活過程を抑制可能な半導体性

ホスト材料 3-(N-carbazolyl)-androst-2-ene (CzSte)を新規に設

計・合成し、電流励起による長寿命リン光を利用した残光

性 OLEDを実現した。 

Czste を ホ ス ト 材 料 、 重 水 素 化 し た

N,N'-Bis(3-methylphenyl)-N,N'-bis(phenyl)-9,9-dimethyl-fluore

ne (DMFLTPD-d36) を発光材料とした共蒸着膜は、室温下に

おいて青色の蛍光に加えて緑色の長寿命リン光 (リン光量

子収率 4.1%、リン光寿命 0.61 s) を示した。DMFLTPD-d36

のジクロロメタン溶液中ではリン光は観測されなかったた

め、ホストの媒体の効果によってリン光が発現したことを

意味している (Fig.1(A))。この共蒸着膜を発光層とする

OLEDを作製した結果、通電中は DMFLTPD-d36の蛍光波長

と一致する青色発光が、通電後にはリン光波長と一致する

長寿命発光が観測された。過渡 EL 減衰曲線から算出した

りん光寿命は 0.39sであり、ホスト材料 Czsteにより、芳香

族発光分子から蛍光とリン光の二色の発光を同時に取り出

すことや残光を有する OLEDが可能となった。 
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Fig. 1 (A) 蒸着膜の蛍光、りん光及び通電
中、通電終了後の発光スペクトル(B) 残光
性 OLEDの過渡 EL減衰曲線 (Inset: 素子
の発光の様子) 
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